
社会や自然と向き合う中で　　最新リポート

中学校の
修学旅行

湘
南
学
園
中
学
校

広
島
・
山
口
　
４
泊
５
日


年

月
　
実
施

持
続
可
能
な
未
来
を
考
察

瀬
戸
内
の
島
で
実
体
験
を

奈
良
市
立
富
雄
南
中
学
校

沖
縄
方
面
　
２
泊
３
日


年
５
月
　
実
施

沖
縄
旅
行
で
平
和
を
学
び

他
人
を
思
う
人
間
に
成
長
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民泊では自分たちで釣った魚を調理して食べた

離
村
式
で
は
別
れ
を
惜
し
ん
で

涙
す
る
生
徒
も
多
か
っ
た

竹
で
ご
飯
を
炊
く
竹
の
ぽ
ん

ぷ
ら
飯
作
り
体
験

地
引
き
網
体
験
で
は
魚
の
調

理
方
法
も
学
ん
だ

生
徒
た
ち
は
西
瀬
戸
内
海
の

美
し
い
海
を
満
喫
し
た

ジ
ャ
ム
作
り
体
験
で
は
原

料
と
な
る
サ
ツ
マ
イ
モ
の

収
穫
を
手
伝
っ
た

有薗和子教諭

平
和
の
セ
レ
モ
ニ
ー

美
ら
海
水
族
館
の
見
学

民
泊
の
退
村
式

大澤清校長塲正康教諭

エ
イ
サ
ー
鑑
賞

自
主
研
修
で
人
気
の
国
際
通
り

　
神
奈
川
県
藤
沢
市
の
湘
南

学
園
中
学
校
（
山
田
明
彦
校

長
）
は
、

周
年
の
歴
史
と

伝
統
を
誇
る
中
高
一
貫
の
私

立
学
校
。
独
自
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
で
こ
だ
わ
り
の
教
育
を

行
い
、
昨
年
は
ユ
ネ
ス
コ
憲

章
の
理
念
を
実
践
す
る
教
育

現
場
と
し
て
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク

ー
ル
に
認
定
さ
れ
た
。
「
持

続
可
能
な
社
会
の
担
い
手
を

作
ろ
う
」
と
い
う
教
育
テ
ー

マ
を
実
践
す
る
場
と
し
て
、

中
学
３
年
の

月
に
行
わ
れ

る
研
修
旅
行
は
重
要
な
意
味

を
持
つ
。
「
一
つ
の
イ
ベ
ン

ト
で
終
わ
ら
せ
る
の
で
は
な

く
、
前
後
の
学
び
も
重
視
す

る
。
中
学
の
総
ま
と
め
と
し

て
高
校
へ
つ
な
が
る
学
習
の

機
会
と
し
た
い
」
と
有
薗
和

子
教
諭
は
強
調
す
る
。

　
同
校
で
は
２
０
０
８
年
か

ら
広
島
と
山
口
を
訪
れ
る
研

修
旅
行
を
実
施
し
て
い
る
。

　
特
に
山
口
県
の
周
防
大
島

は
、
「
首
都
圏
に
住
ん
で
い

た
の
で
は
決
し
て
経
験
で
き

な
い
暮
ら
し
に
出
会
え
る
魅

力
的
な
場
所
」
と
考
え
、
毎

年
必
ず
訪
れ
て
い
る
。

年

か
ら
は
周
防
大
島
で
民
泊
も

始
ま
っ
た
。

　
例
年
、
研
修
先
は
同
じ
で

も
、
学
習
テ
ー
マ
を
変
え
て

取
り
組
ん
で
き
た
。

　

年
か
ら
は
原
発
の
問
題

も
テ
ー
マ
の
要
素
に
加
え

た
。
有
薗
教
諭
は
「
原
発
の

是
非
を
問
う
の
で
は
な
く
、


年
５
月
に
国
内
の
原
発
が

全
部
停
止
し
た
こ
と
を
受
け

て
、
現
代
社
会
が
抱
え
る
新

し
い
問
題
を
学
習
さ
せ
よ
う

と
『
持
続
可
能
性
』
を
テ
ー

マ
に
選
ん
だ
」
と
語

る
。
原
爆
・
核
兵
器

の
問
題
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
問
題
、
人
が
生

き
て
い
く
暮
ら
し
、

こ
の
三
つ
が
未
来
へ

の
持
続
可
能
性
に
深

く
関
わ
っ
て
い
る
と

し
、
こ
れ
ら
を
踏
ま

え
て
新
し
い
視
点
で

西
瀬
戸
内
を
見
つ
め

直
す
こ
と
に
し
た
。

　
そ
し
て
、

年
の

研
修
旅
行
で
も
、
こ
の
テ
ー

マ
を
深
め
て
い
く
こ
と
に
し

た
。
ヒ
ン
ト
は
日
本
総
合
研

究
所
の
藻
谷
浩
介
さ
ん
が
書

い
た
新
書「
里
山
資
本
主
義
」

に
あ
っ
た
。
同
書
に
よ
る
と

周
防
大
島
は
Ｕ
タ
ー
ン
、
Ｉ

タ
ー
ン
が
増
え
、
人
口
の
流

出
が
止
ま
っ
て
い
た
。
見
捨

て
ら
れ
た
農
耕
地
、
価
値
が

な
い
と
思
わ
れ
て
い
た
風
景

な
ど
、
原
価
０
円
の
も
の
か

ら
地
域
の
資
産
に
な
る
も
の

を
見
つ
け
だ
し
島
を
活
性
化

す
る
取
り
組
み
が
成
功
し
て

い
た
。
こ
れ
こ
そ
が
持
続
可

能
な
未
来
を
作
る
鍵
だ
と
感

じ
た
。

　
「
生
き
る
こ
と
の
意
味
」

を
被
爆
地
広
島
か
ら
学
び
、

西
瀬
戸
内
の
島
で
暮
ら
す
人

々
か
ら
は
、
「
人
は
ど
う
生

き
る
の
か
」
に
つ
い
て
学
習

す
る
こ
と
に
し
た
。

　
事
前
学
習
で
は
「
里
山
資

本
主
義
」
を
読
み
、
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
映
画
の
「
ヒ
ロ

シ
マ
ナ
ガ
サ
キ
」
、
「
ミ
ツ

バ
チ
の
羽
音
と
地
球
の
回

転
」を
見
て
議
論
を
重
ね
た
。

　
社
会
科
で
は
公
民
で
原
爆

症
認
定
訴
訟
、
残
留
放
射
能

の
影
響
に
つ
い
て
、
歴
史
で

原
爆
投
下
の
背
景
を
学
習
。

国
語
で
は
原
爆
投
下
後
の
広

島
を
描
い
た
、
こ
う
の
史
代

さ
ん
の
「
夕
凪
の
街
　
桜
の

国
」
や
井
伏
鱒
二
の
「
黒
い

雨
」
を
読
ん
だ
。
音
楽
で
は

「
消
え
た
八
月
」
を
合
唱
。

教
科
横
断
型
の
事
前
学
習
を

行
う
こ
と
で
、
感
性
的
認
識

と
社
会
認
識
を
結
び
つ
け
て

い
っ
た
。

　

年
の
研
修
旅
行
は

月

５
～
９
日
に
行
わ
れ
た
。
初

日
は
広
島
で
平
和
学
習
を
行

い
、
被
爆
者
や
、
被
爆
者
の

後
を
継
ぐ
若
手
の
語
り
部
か

ら
話
を
聞
い
た
。

　
２
日
目
は
宮
島
か
ら
、
山

口
・
室
津
に
移
動
。
「
ミ
ツ

バ
チ
の
羽
音
と
地
球
の
回

転
」
に
登
場
す
る
祝
島
の
山

戸
孝
さ
ん
や
「
長
島
の
自

然
を
守
る
会
」
の
高
島
美

登
里
さ
ん
を
招
き
「
瀬
戸

内
の
自
然
と
開
発
に
つ
い

て
考
え
る
交
流
会
」
を
行

っ
た
。
山
戸
さ
ん
は
、

「
み
ん
な
が
、
自
分
の
生

き
る
軸
を
ど
こ
に
置
く
の
か

決
め
た
と
き
に
、
原
発
は
必

要
な
の
か
ど
う
な
の
か
…
賛

成
、
反
対
両
方
か
ら
意
見
を

聞
い
て
主
体
的
に
選
択
で
き

る
力
を
養
っ
て
ほ
し
い
」
と

語
っ
た
。

　
３
日
目
の
午
前
中
は
周
防

大
島
で
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

実
施
。
カ
ヌ
ー
や
地
引
き
網

漁
、
竹
を
飯
ご
う
の
代
わ
り

に
す
る「
竹
の
ぽ
ん
ぷ
ら
飯
」

作
り
、
武
者
絵
体
験
、
薬
草

を
焚
く
石
風
呂
体
験
、
ジ
ャ

ム
屋
を
営
む
Ｉ
タ
ー
ン
の
起

業
家
と
「
地
域
づ
く
り
」
に

つ
い
て
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
や

同
じ
く
Ｉ
タ
ー
ン
の
養
蜂
家

と
語
り
合
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
な

ど
全
部
で
９
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

分
か
れ
て
学
習
を
行
っ
た
。

　
３
日
目
午
後
か
ら
最
終
日

に
か
け
て
三
つ
の
島
、

家

庭
に
分
か
れ
て
民
泊
を
実
施

し
た
。
生
徒
た
ち
は
民
泊
で

初
め
て
事
前
学
習
や
祝
島
、

長
島
の
人
た
ち
か
ら
聞
い
た

持
続
可
能
性
を
実
体
験
し
た

と
い
う
。
ま
ず
、
漁
師
や
農

家
は
ほ
と
ん
ど
お
金
を
使
わ

な
い
こ
と
に
驚
い
た
。
ま
た

近
所
の
人
が
大
根
や
魚
が
と

れ
た
か
ら
と
言
っ
て
持
っ
て

く
る
。
生
徒
た
ち
は
「
持
続

可
能
な
未
来
を
つ
く
る
た
め

に
は
、
生
物
多
様
性
の
保
全

が
必
要
だ
」
と
気
づ
い
た
と

い
う
。

　
研
修
旅
行
後
に
ま
と
め
ら

れ
た
感
想
文
に
は
「
魚
に
危

機
が
訪
れ
た
な
ら
、
自
分
た

ち
に
も
危
機
が
迫
っ
て
く

る
。
な
ぜ
な
ら
お
互
い
生
き

て
い
く
た
め
に
繋
が
っ
て
い

る
の
だ
か
ら
」
な
ど
自
然
と

の
共
生
の
思
い
や
周
防
大
島

の
民
泊
か
ら
、
人
と
つ
な
が

る
こ
と
の
喜
び
な
ど
を
ま
と

め
た
も
の
が
多
か
っ
た
。

　
有
薗
教
諭
は
、
研
修
に
つ

い
て
非
常
に
高
い
学
習
効
果

を
得
ら
れ
た
と
語
る
。
「
今

回
の
研
修
を
踏
ま
え
て
、
社

会
や
政
治
、
環
境
問
題
な
ど

自
分
に
は
関
係
な
い
と
思
わ

な
い
で
ほ
し
い
。
小
さ
な
生

物
の
生
き
死
に
は
、
必
ず
人

間
の
生
き
死
に
も
関
わ
っ
て

く
る
。
持
続
可
能
な
未
来
を

つ
く
る
た
め
に
、
自
分
た
ち

に
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え

ら
れ
る
人
に
な
っ
て
も
ら
い

た
い
」
と
考
え
て
い
る
。

　
奈
良
市
立
富
雄
南
中
学
校

（
大
澤
清
校
長
）
は
、
自
主

協
力
や
健
康
を
学
校
ビ
ジ
ョ

ン
に
掲
げ
、
奈
良
市
内
で
も

学
力
の
高
さ
や
、
部
活
動
の

熱
心
さ
で
知
ら
れ
て
い
る
。

サ
ッ
カ
ー
部
は
過
去
に
全
国

大
会
に
出
場
経
験
が
あ
る
ほ

か
今
年
は
陸
上
部
が
出
場
。

ほ
と
ん
ど
の
部
活
が
近
畿
大

会
に
は
出
場
す
る
。

　
修
学
旅
行
は
、
毎
年
３
学

年
の
５
月
に
実
施
し
て
お

り
、
２
０
１
３
年
は
５
月


～

日
の
２
泊
３
日
で
沖
縄

を
訪
ね
た
。
参
加
生
徒
数
は

１
９
０
人
。
目
的
は
平
和
学

習
を
メ
ー
ン
に
据
え
、
ほ
か

に
沖
縄
の
自
然
や
文
化
に
触

れ
な
が
ら
集
団
行
動
を
身
に

着
け
る
狙
い
も
あ
る
。

　
旅
行
先
と
し
て
の
沖
縄

は
、

年
度
か
ら
続
い
て
い

る
も
の
で
、

年
度
ま
で
継

続
す
る
。

年
度
以
降
は
、

費
用
の
上
昇
や
航
空
機
の
座

席
確
保
が
困
難
に
な
っ
て
き

た
こ
と
な
ど
か
ら
、
新
幹
線

利
用
の
長
崎
県
に
変
更
す
る

予
定
だ
。

　
修
学
旅
行
コ
ー
ス
の
特
徴

は
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
メ
リ

ハ
リ
を
付
け
て
い
る
こ
と
。

　
１
日
目
は
、
沖
縄
へ
の
移

動
後
、
平
和
学
習
、
民
泊
と

体
験
学
習
（
南
城
市
）
の
組

み
合
わ
せ
を
翌
日
の
午
後
１

時
ま
で
継
続
。
２
日
目
の
午

後
は
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
体
験

を
予
定
し
て
い
た
が
、
雨
天

の
た
め
美
ら
海
水
族
館
見
学

に
変
更
。
こ
の
日
は
ホ
テ
ル

泊
で
、
夕
食
時
に
沖
縄
文
化

体
験
で
エ
イ

サ
ー
鑑
賞
。

３
日
目
は
、

タ
ク
シ
ー
利

用
で
６
時
間

の
自
主
研
修

（
北
限
は
名

護
市
）の
後
、

夕
方
に
那
覇
空
港
か
ら
奈
良

へ
の
帰
途
に
つ
い
た
。

　
コ
ー
ス
中
の
主
な
実
施
内

容
を
紹
介
す
る
。

　
平
和
学
習
の
メ
ー
ン
行
事

は
、
沖
縄
平
和
祈
念
公
園
内

の
平
和
の
礎
で
平
和
の
セ
レ

モ
ニ
ー
を
行
い
、
平
和
を
祈

念
し
て
、
全
員
で
折
っ
た
千

羽
鶴
を
さ
さ
げ
た
。ほ
か
に
、

ひ
め
ゆ
り
の
塔
、
ひ
め
ゆ
り

平
和
祈
念
資
料
館
に
立
ち
寄

っ
た
。

　
南
城
市
の
家
庭
を
味
わ
う

民
泊
体
験
は
、
４
、
５
人
単

位
で
約

軒
に
分
宿
。
食
事

は
沖
縄
料
理
。
民
泊
先
で
の

体
験
学
習
は
、
あ
い
に
く
の

雨
天
で
、
サ
ー
タ
ア
ン
ダ
ギ

ー
作
り
、
ト
ン
ボ
玉
の
ス
ト

ラ
ッ
プ
作
り
が
大
半
。
家
に

よ
っ
て
は
、
畑
仕
事
の
手
伝

い
、
海
で
グ
ラ
ス
ボ
ー
ト
体

験
な
ど
も
あ
っ
た
。
全
員
が

元
気
に
民
泊
を
体
験
し
た
。

退
村
式
で
は
生
徒
が
お
礼
の

歌
と
し
て
、
「
島
人
ぬ
宝
」

を
歌
っ
た
。
涙
な
が
ら
に
別

れ
を
惜
し
む
生
徒
が
多
か
っ

た
。

　
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
体
験

は
、
雨
天
で
「
美
ら
海
水
族

館
」
の
見
学
に
変
更
。
海
に

入
れ
ず
残
念
が
る
生
徒
も
い

た
が
、
当
初
予
定
に
な
か
っ

た
美
ら
海
水
族
館
の
見
学
に

喜
ぶ
生
徒
も
多
か
っ
た
。
迫

力
が
あ
り
、
感
動
的
だ
っ
た

と
感
想
が
聞
か
れ
た
。

　
タ
ク
シ
ー
に
よ
る
自
主
研

修
は
、
事
前
学
習
で
生
徒
た

ち
が
各
自
行
程
を
決
め
た
。

国
際
通
り
、
首
里
城
が
人
気

だ
っ
た
。
食
事
場
所
は
自
分

た
ち
で
決
め
る
。
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
意
味
か

ら
、
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
の

紹
介
で
選
ぶ
よ
う
に
し
た
。

　
自
主
研
修
中
の
チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
嘉
手
納

町
の
道
の
駅
「
か
で
な
」
、

宜
野
湾
市
の
嘉
数
高
台
（
嘉

数
高
台
公
園
）を
設
定
し
た
。

道
の
駅
か
で
な
は
、
一
般
的

な
道
の
駅
の
機
能
だ
け
で
な

く
、
隣
接
す
る
米
軍
嘉
手
納

飛
行
場
が
一
望
で
き
る
展
望

フ
ロ
ア
や
、
展
示
パ
ネ
ル
な

ど
で
構
成
さ
れ
た
学
習
展
示

室
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
和

学
習
の
立
ち
寄
り
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
利
用
。

　
一
方
、嘉
数
高
台
公
園
は
、

沖
縄
戦
の
激
戦
地
で
多
く
の

犠
牲
者
を
出
し
、
慰
霊
の
塔

が
建
立
さ
れ
て
い
る
。
公
園

内
に
は
地
球
儀
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
展
望
台
が
あ
り
、
北
は

残
波
岬
、
西
は
慶
良
間
諸
島

な
ど
が
見
え
る
。
沖
縄
戦
に

当
時
日
本
軍
が
使
用
し
た

「
ト
ー
チ
カ
」
が
残
る
。
米

軍
の
普
天
間
基
地
を
離
発
着

す
る
米
軍
機
が
見
え
る
こ
と

で
も
知
ら
れ
る
。

　
同
校
で
は
、
目
的
を
明
確

に
す
る
事
前
学
習
、
旅
行
を

総
括
し
て
次
へ
つ
な
ぐ
事
後

学
習
が
的
確
に
行
わ
れ
、
そ

れ
ら
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
逐

次
、
速
報
と
し
て
保
護
者
に

公
開
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
大
澤
校
長

は
「
保
護
者
や
地
域
に
学
校

の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
も
ら

い
た
い
。『
開
か
れ
た
学
校
』

を
目
指
す
と
い
っ
て
も
、
気

軽
に
誰
で
も
学
校
に
来
校
し

て
も
ら
う
こ
と
は
難
し
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
公
開
で
、

少
し
で
も
そ
れ
に
近
づ
く
と

考
え
る
」
と
話
す
。

　
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作

成
を
担
当
し
た
３
年
生
の
学

年
主
任
、

塲
正
康
教
諭
は

「
修
学
旅
行
の
速
報
の
コ
ー

ナ
ー
は
、
修
学
旅
行
期
間
中

３
日
間
で
閲
覧
件
数
が
約
４

千
件
増
加
し
た
。
保
護
者
の

『
子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
や

っ
て
い
る
の
か
、
楽
し
ん
で

い
る
か
』
や
、
心
配
す
る
保

護
者
の『
今
ど
の
あ
た
り
か
。

無
事
に
や
っ
て
い
る
か
』
と

い
う
思
い
が
閲
覧
数
の
増
加

に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
る
」

と
コ
メ
ン
ト
す
る
。

　
こ
う
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
内
容
は
、
全
国
修
学
旅
行

研
究
協
会
主

催
の
第

回

「
修
学
旅
行

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
コ
ン
ク
ー

ル
」
の
中
学

校
部
門
で
優

秀
賞
を
受
賞

し
た
。
速
報
性
に
優
れ
、
写

真
を
活
用
、
「
調
べ
学
習
」

と
題
し
た
事
前
学
習
を
綿
密

に
掲
載
、
分
か
り
や
す
く
完

成
度
が
高
い
、
現
地
で
の
様

子
も
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
近
い

状
態
で
紹
介
さ
れ
て
お
り
写

真
も
き
れ
い
―
―
な
ど
の
点

で
高
い
評
価
を
得
た
。

　
実
際
の
事
前
学
習
は
、
２

年
生
で
平
和
学
習
、
３
年
生

は
実
際
の
修
学
旅
行
の
準
備

が
行
わ
れ
た
。
平
和
学
習
だ

け
で
な
く
、
楽
し
み
に
し
て

い
る
修
学
旅
行
に
興
味
や
関

心
、
期
待
を
持
っ
て
事
前
学

習
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
、

さ
ら
に
当
日
の
修
学
旅
行
も

積
極
的
に
参
加
で
き
る
よ
う

に
、
生
徒
が
自
分
で
興
味
を

持
っ
た
こ
と
を
調
べ
る
自
主

学
習
も
行
っ
て
い
る
。

　
事
後
学
習
で
は
、
旅
行
中

に
糸
満
市
の
ひ
め
ゆ
り
平
和

祈
念
資
料
館
に
展
示
さ
れ
る

「
体
験
者
の
手
記
」
を
生
徒

各
自
が
選
ん
で
書
き
写
し
、

そ
れ
を
事
後
学
習
と
し
て
清

書
。
さ
ら
に
、
冊
子
と
し
て

製
本
し
た
。
書
き
写
し
は
、

見
学
よ
り
学
習
効
果
が
高
い

と
さ
れ
る
。
ま
た
、
「
思
い

出
の
ワ
ン
シ
ョ
ッ
ト
」
と
し

て
、
生
徒
各
自
が
選
ん
だ
写

真
１
枚
と
そ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
書
い
た
も
の
を
教
室
内
に

掲
示
。
参
観
日
に
は
保
護
者

に
見
て
も
ら
っ
た
。

　
修
学
旅
行
の
平
和
学
習
を

と
お
し
て
「
平
和
に
つ
い
て

考
え
て
い
か
な
い
と
い
け
な

い
と
い
う
意
識
が
芽
生
え

た
、
後
世
に
戦
争
の
悲
し
さ

を
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
う

生
徒
が
増
え
た
」
と

塲
教

諭
は
み
た
。

　
ま
た
、
大
澤
校
長
は
「
旅

行
実
施
後
に
、
い
じ
め
事
象

が
な
く
な
っ
た
。
人
の
気
持

ち
を
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
だ
と
思
う
。
大
き
な

変
化
だ
」
と
評
価
し
た
。
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